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IV　 組織 学的所見

1.　 対 照 群

1)　予備実験 と第1実 験

a)　空洞:空 洞内容 は仮性壊死な いし壊死化 したこ細胞

か ら成 り,細 胞は主に多核白血球 で,な かには膿瘍様の

もの もある。

空洞壁は充実的な類上皮細胞の厚い層か ら出 来 て い

て,そ こには多核白血球,小 円形細胞の浸潤 もかな りみ

られ る(写 真5,9)。

この類上皮細胞 の外層 は従来線維層 とよば れ て い る

が,こ の部位の組織像 を弾力線維染 色と鍍銀法 とによつ

て観察 す ると,そ の構造 は膨脹不全肺像 であつ て,炎 症

図1　 空洞の基本的組織際

A… 空洞内面にある壊死乾酪属

B… 類上皮細胞層

C… 膨脹不全層

C'… 膨脹不全層の中の太い膠原線維

D… 周局炎

D'… 娘結節

性 の線維増殖 とは考 えが たい。 この 部の肺胞壁の格子線

維 がやや太 く見 え るのは線維 の収縮 によつ て生 じたこもの

と解釈 す るほ うが 妥当であろ う。 それゆ えにここでは膨

脹不全 層 とよぶことにす る(写 真20)。 この層の線維間

には類上 皮細胞,小 円形細胞,線 維芽細胞がみ られ,こ

の層の一部で は膠原化 した太い線維が網状または外壁に

平行に走つてい る。

この膨脹不全層の外周には多数の娘結節 を有す る周局

炎がみ られ る(写 真5,20,図1)。

肺内接種後4～5週 目に剖 検 した第1実 験 と予備実

験4週 群の結 核性炎 症は繁殖 性であ り,9週 目剖 検の

予備 実験8週 群 ではやや増殖性 の傾 向が み られた。

b)　空 洞化 していない肺病巣 では中心 に繁殖性 の充実

性 の類上皮細胞組織が あ り,流 「パ」の小滴が散在 して

い る。線維染 色で は肺胞像 は乱れてい る。流 「パ」小滴

に接 して周囲に多核 白血球 の浸潤 のあ るもの もあ り,壊

死化 している例 もあ る。 この外 側に空洞の場合 と同様の

膨脹不全層が あ り,娘 結節 を含む周局炎 がみ られ る。予

備実験8週 群では類上皮細胞 組織は4週 群に比 して増

殖性で あ る。

c)　肺内撒布集 は類上皮細胞 と小円形細胞 よ りな る繁

殖性の結節 で(写 真13),な かには融 合 したこ大 きな病巣,

また は間質性肺炎像 を示す もの もある。 これ らの病巣 の

中心部 は乾酪化 してい るの もあ る。 予備実験8週 群 で

は増殖性の傾向 を示す結節 もみ られた。

d)　気管 リンパ腺:孤 立性ま たは融 合性の繁殖 性類上

皮細胞結節が種 々の程度にみ られ,結 節の中心に小 さい

壊死がみ られ るもの もあ る。 予備8週 群 では増殖性 と

な り,結 節 の外層の膠原線維形成 はかな り著明であ る。

e)　脾,肝 は繁殖性の類上皮細胞結 節が散在 し,(写

真17),壊 死はな く,予 備実験8週 群 の結核結 節は増

殖 性の傾向がみ られ る。

f)　結 核菌は空洞内壁,類 上皮細胞 組織,ま たこは 流

「パ」 の小滴の中にかな り多数み られた。

2)　第2実 験

a)　空 洞:空 洞の基 本構造 お よび内容 は前述 の実験 と

同 じであ るが,炎 症反 応が弱 く,壊死 層は明 らかで な く,

空 洞壁の類 上皮細 胞層は前実験 よ り薄 く,多 核 白血球 と

小 円形細胞浸 潤は前記 実験よ りは るか に少 な く,か つ空

洞 壁の深 層までには及 んで いない。膨脹不全層 は第1実

験 よりは薄 く,か つ 層の一部で は 膠原線維が第1実 験

よ りも密に強 く形成 されてい る。その外 周の娘結 節を含
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む周局炎 は前実 験 より狭い。

b)　非空 洞性 肺病巣:前 実 験に比 し小滴 の数の割 りに

類 上皮細胞 組織 の量 が少 ない。 中心部 に多核 白血球 が多

い例 もあ る。膨 脹不全 層には膠原線維形成が著明 の もの

もあつた。周局炎は前 実験の場合 より貧 弱であ る。

c)　肺内撒布巣:増 殖 性の結核結 節がみ られ,な かに

は膠原線維形成がみ られ るもの もあ る。

d)　気 管 リンパ 腺:集 合性の増殖 性結核結 節を形成

し,若 干例では膠原線維形成 が進んでい るもの もあ り,

中心部に乾酪化がみ られ るもの もあ る。

e)　肝,脾 には増殖性結核結 節が種 々の程 度 み ら れ

る。

2. Prednisolonei群

1)　予備実験 と第1実 験

「P」群 の類上皮細 胞組織にみ られ る各臓 器の共通所

見 として,類 上皮細胞 の細胞 体はやや小 さ く染色性 は低

下 し,細 かい空胞 や微細 な頼粒 をみ る。 なお本細胞が沢

山集 まつてい るところで は細胞 の境界 は不明 とな る。核

は多様性 を示 し,一 般 に核 の形 は不規則で核融解の傾向

が み られ,な かに は空胞形成 してい る もの もあ り,ま れ

に は核のHyperchromasieの 像 をみ る。壊死 の傾 向は

一般 に少な く,壊 死巣の多核 白血球 浸潤は著 し く少 な

い。 しか し小 円形細胞浸潤 は多 くみ られた(写 真10)。

a)　肺空洞:予 備実験 「P」 群では空洞形 成 を み な

い。第1実 験の空洞で はその基本構造は対照群 と 同 じ

で あ るが,空 洞 内容 は少 な く,空 洞壁の類上皮細胞組織

が対照群 より貧 弱で,こ の層 の厚 さは薄 く,壊 死,類 上

皮細胞 層の多核 白血球 の浸潤 は少 ない。膨脹不全層の形

成 は弱い。その多 周の周局炎 も貧 弱で,量 も少 ない(写

真6)。

b)　非空洞性肺病巣:病 巣の中心部は流 「パ」 の小滴

を有す る貧弱な類上皮細胞 組織が あ り,壊 死は著 し く少

な く,流 「パ」の小滴 を囲む多核白血球 浸潤はないか,

あ るいはあつ て もその程度 は対照群 よ り少ない。 この中

心巣 を囲み空洞の場合 と同様膨脹不全層 とその外周に娘

結節 を含 む貧弱 な周局炎がみ られ る。

空洞,非 空洞 とも結核菌 は多数 にみ られ,対 照群 と大

差 な く,対 照群 と異 な り 「P上 群で は病巣の周辺部位 ま

で菌が み られ る傾向が ある。

c)　肺内撒 布巣(写 真14):対 照群 に比 して病巣 は小

さ く,粟 粒大 くらいの大 きさの ものが多 い。個 々の病巣

は繁殖 性類上皮細胞結 節で小 円形細胞浸潤 は弱 い。各肺

胞 中にあ る類 上皮細胞 の数が少 な く,結 節 中の格子線維

形 成はないか,あ るいはあつて もきわめて軽微で ある。

壊死はない。予備実験8週 群 も4週 群 と同様で,対 照

の予備 実験8週 群 でみ られ るよ うな増殖性の結核 結 節

はみ られない。

d)　気管 リンパ腺:予 備4週 群は類上皮細胞 に 対 す

る 「P」 の影響 を除 き対照群 と大 差ない。壊死は両群 と

もにみ られ た。 第1実 験で は リンパ腺中の類上皮細胞

の量 は対照群 よ り少な く乾酪化 も少ない。特異的肉芽 組

織 には格子 ・膠原線維形成がみ られ,予 備実験対照8

週群で は著 明な膠原線維形成が特異性肉芽 組織中にみ ら

れ たが,「P」 の8週 群で はその膠原線維形成は弱い。

e)　肝(写 真18):本 群で は対照群に比 し結核結節の

数 では大差 はないが,個 々の結節 は小 さい ものが多 く,

壊死 はな く,類 上皮細胞 は前記の 「P」 の影響 を受 け,

細胞体 は小 さいので核が密集 して いるよ うにみ える。結

節 中の格子線維形成 はないか,あ るい はあつて も軽微で

あ る。

脾 の類上皮細胞結節の大 きさは対照群 と大 差 は な い

が,類 上皮細胞 に対す る 「P」 の前記の影響 を認 め る。

2)　 第2実 験

感染が前実験 よ り弱かつ たため結核性病変が はなぱな

し くないこと,「P」 の量が前実験の半量で あること,

「P」 治療開始が遅 かつ た等のた め 「P」の影響が組織

学的に あま り明 らかでない。 しか しその影響は弱いなが

らも前実験 と同 じ傾向が み られ た。

肺内撒布巣は類上皮細胞 結節であ るが,「P」 群 で は

対照群でみ られた増殖性の傾向は明 らかでな く,気 管 リ

ンパ腺巣 は 「P」群で も増殖性の傾向 を示すが対照群で

み られた よ うな膠 原化の進んだ ものはみ られない。肝,

脾の結核結節で は増殖性の もの もみ られた。

3. INAH(IHMS)群

1)　 第1実 験

各臓器共通 にみ られ る類上皮細胞の所見(写 真11)

として 細胞体 は 狭 く,細 かな 空胞が み られ,細 胞間 に

間隙がみ られ るようにな る。核 は一般 に明 るいが,空 胞

形成 はまれで,核 の多様性 は 「P」に比 しては るか に軽

い。結 節中の類 上皮細胞 は個々に分離 されてい く傾向が

み られ,類 上皮細胞 の集塊 は肉芽腫 の型 でな く,数 コ～

10コ くらいの群にな り,そ れが小 円形細胞 の群 の中に

埋 ま り,境 界が明 らかでない。脾 では強拡大 で本細胞 の

残存像 であ ることがやつ と分か るほ どであ る。逆 に本細

胞 が集まつて互いに細胞 の境 界がはつ きりしない ところ

もある(肝,脾,リ ンパ腺にて)。

a)　空洞(写 真7):空 洞内容はほ とん どな く,空 洞

の基本構造 は対照群 と同 じであ るが,空 洞 壁の類 上皮細

胞層で は上記の よ うな類上皮細胞 の萎縮像 がみ られ,洞

内面の仮性壊死層では残存 核片が明 らかにみ られ,こ の

層 よ り類上皮細 胞層にか けての多核白血球,小 円形細胞

の浸潤は対照群 よ りは るかに少 ない。膨 脹不全 層の格子

線維や膠原線維は対照群 と同様であ る。 この外 周には多

数の娘結節がみ られ る層があ る,そ の特異性 肉芽組織 は
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前記の ごと く 「1」特有の萎縮像 を示 してい る。

b)　非空洞化肺病巣:中 心にあ る流 「パ」の小滴 を含

む類上皮細胞 組織にお ける多 核白血球,小 円形細胞 の浸

潤は少 ない。病 巣周囲の娘細胞 層の厚 さは狭い。

c)　肺 内撒布巣(写 真15):対 照群,「P」 群 よ り著

し く少 ない。粟 粒大 の撒 布巣が少数散在す る程 度 で あ

る。結核結節 の類上皮細胞 は萎縮傾向 を示 し,小 円形細

胞が主 に残 つてい る小病巣がみ られ,病 巣周辺に肺気腫

形成 をみ る。

d)　気管 リンパ腺:リ ンパ腺中の類上皮細胞 の組織の

量 は対照群,「P」 群 よ り少な く,多 くは 萎縮 したこ類上

皮細胞 がわずかに認め られ る程度 であ る。壊死 巣は対照

群,「P」 群 よ り少ない。

e)　肝:結 節の数は対照 群 と差 がない。少 数の萎縮 し

たこ類上皮細胞 とそれを囲んで小 円形細胞浸潤 が み ら れ

る。

脾:強 拡大 で萎縮 したこ結核結節 をわずか に発見で きる

程度 で対照群 よ りは るか に軽 い。

2)　 第2実 験

類上皮細胞組織 に対す る影響 は前実験 と同 じで あ り,

その他の所見 もほぼ同 じで あるが,た だ空洞に膿性内容

物 を多 く有 している例が あつた。 肺内撒布巣 は第1実

験 よ り少な く,ご くわずかの萎縮 した類上皮細胞の小病

巣が あるのみで ある。 肝,脾 と もに第1実 験 よ り軽

く,第2実 験の対照,「P」 群 よ りも明 らかに軽 く,脾 で

はほ とん ど正常,肝 には きわ めて小 さい結 核結節が少数

み られたこ。

結核菌は両実験 と も空洞壁,非 空洞化病巣の中心部に

み られ るが少数であ る。

4. INAH(IHMS)とPrednisolone併 用群

1)第1実 験

臓器共通の所見(写 真12)と して類上皮細胞の原形

質 は著 し く狭 く,か つ空胞化のたこめ染 りが弱 く,核 は多

様性が著 しく,対 照群の核に比 し大 体面積で1/4余 りに

な り,核 の構造 は比較的明 らかで あるが,核 の大 きな類

上皮細胞 はほ とんど見 当たこらない。細胞の境界はほ とん

ど不明 とな り,群 をな してい るところでは互いに突起 を

もつて結 合 してい るところ もあ る。 これ らの細胞が集塊

をつ くるこ とは少 な く,多 くの場合数 コ ～10数 コ境界

不 明に集 ま り,そ の たこめ脾の結核結節 は弱拡 大では あま

り明 らかでな い。

a)　肺空洞:空 洞壁 は他の群に比 して著 し く薄い。 こ

れ は空洞壁の類上皮細胞 層が きわ めて薄 く,娘 結節 を有

す る周局炎の層がはなはだ し く少ないためであ る。空洞

内容は ご くわずかで,洞 内面に仮 性壊死 ～ 乾 酪層があ

り,こ の層 と類上皮細胞 層におけ る多 核白血球,お よび

小円形細胞 浸潤は著 し く少ない。全 くない部位 もあ る。

類 上皮細胞 層の類 上皮細胞 は上記 のごと く萎縮 し,仮 性

壊死 に陥つてい るもの もあつた。 この外 周に膨脹不全層

が み られ るが,周 局炎 はほ とん どな く,こ こには きわめ

て小 さい萎縮 したこ貧 弱な結核結節が わずか に島状 に散在

してい る。

b)　非空洞化の肺病彙の例2例 で は 混合感染の ため

所見が乱 れてい るので記載 を省略す る。

c)　肺 内撒布巣 は小 さい粗槌の結核結節で壊死 はな く

肺胞像 は保 たこれ,多 少肺胞壁の肥厚が ある。病巣の類上

皮細胞の変化 は前述の ごと くで,小 円形細胞 浸潤 も少な

い(写 真16)。

d)　気管 リンパ腺:ほ とん ど正 常で ある。

e)　肝:著 し く小 さい結核結節が散在 し,小 円形細胞

の浸 潤は少な く,細 胞 体は空胞 化 し明 る くなつた類上皮

細 胞か ら出来てい る(写 真19)。 脾 では強拡大で萎縮 し

た類 上皮細胞 が少数み られ る。

結 核菌は空 洞壁に少数み られ るのみであ る。

2)　 第2実 験

類上皮細胞組織の所見は第1実 験 と同 じであ る。

a)　空 洞の所見は前 実験 とほ とん ど同 じであ る。灌注

気 管枝 の開 口部がみ られ,こ の付 近の空洞壁 面には気管

枝 上皮の被覆が み られたこ(写 真8)。

b)　非空洞性 肺病巣:中 心は流 「パ」小滴 と類 上皮細

胞 組織 があ り,そ の構造 は粗雛で,小 円形細胞浸潤 は少

な く,類 上皮細 胞には空胞が み られ,肺 胞像 は保 たこれ,

その周囲には膨脹 不全 層が み られ る。

肺内撒布巣その他 の所見 は前実験 と同様で あ る。
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写 真

5. 空 洞 モル136, 予 備4週 対 照 群2.5×10倍 H.E.染 色

6. 〃 モ ル383, 第1実 験P群 〃 〃

7. 〃 モル405, 第1実 験Is群 〃 〃

8. 〃 モル335, 第2実 験PI群 〃 〃

9. 類 上 皮 細 胞 組 織(空 洞 壁)モ ル380, 第1実 験 対 照 群 40×10倍 〃

10. 〃 (非 空 洞 化 肺 病 巣)モ ル150, 予 備4週P群 〃 〃

11. 〃 (空 洞 壁)モ ル405, 第1実 験Is群 〃 〃

12. 〃 (〃)モ ル409, 第1実 験PI群 〃 〃

13. 肺 撒 布 巣 モ ル379,第1実 験 対照 群 10×10倍 〃

14. 〃 モ ル387, 第1実 験P群 〃 〃

15. 〃 モ ル400, 第1実 験Is群 〃 〃

16. 〃 モ ル413, 第1実 験PIs群 〃 〃

17. 肝 の 結 核 結 節 モ ル372, 第1実 験 対照 群 40×10倍 〃

18. 〃 モル383, 第1実 験P群 〃 〃

19. 〃 モ ル410, 第1実 験PIsi群10×10倍 〃

20. 空 洞 モル136, 予 備4週 対照 群 2.5×10倍 格 子 線 維 染 色



写 真 5 写真 6

写 真 7 写真 8

写真 9 写 真 10

写 真 11 写 真 12



写 真 13 写 真 14

写真 15 写真 16

写真 17 写 真 18

写真 19 写真 20


